
YUIが悪と闘ったら　怪しい集団編２７

pokemomtyan

タテ書き小説ネット Byヒナプロジェクト

http://pdfnovels.net/



1

注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
Ｙ
Ｕ
Ｉ
が
悪
と
闘
っ
た
ら
　
怪
し
い
集
団
編
２
７

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
５
３
２
５
Ｕ

【
作
者
名
】

　
ｐ
ｏ
ｋ
ｅ
ｍ
ｏ
ｍ
ｔ
ｙ
ａ
ｎ

【
あ
ら
す
じ
】

　
感
想
を
書
い
て
ね
。
Ｙ
Ｕ
Ｉ
は
温
家
宝
と
対
決
し
て
決
着
が
つ
く
。
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怪
し
い
影
（
前
書
き
）

感
想
を
書
い
て
ね
。
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怪
し
い
影

Ｙ
Ｕ
Ｉ
を
除
く
メ
ン
バ
ー
達
は
、
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
の
中
央
広
場
に
集
ま
っ

た
。

神
崎
昴
（
Ｙ
Ｕ
Ｉ
さ
ん
・
・
大
丈
夫
だ
ろ
う
菅
？
）

枝
野
（
昴
・
・
も
う
、
菅
語
が
完
全
に
伝
染
し
だ
し
た
な
。
も
う
突
っ
込
む
気

に
も
な
れ
ん
な
泣
。
）

長
谷
川
潤
（
ね
え
・
・
今
回
の
シ
リ
ー
ズ
が
長
す
ぎ
た
原
因
っ
て
何
な
の
よ
。
）

潤
は
目
を
手
で
塞
い
だ
。

Ａ
Ｋ
Ｉ
Ｒ
Ａ
（
如
何
で
も
良
い
け
れ
ど
・
・
・
コ
イ
ツ
等
の
数
は
尋
常
で
は
無

い
ぞ
・
・
怒
。
）
Ａ
Ｋ
Ｉ
Ｒ
Ａ
は
刀
を
抜
い
た
。

向
井
理
（
さ
っ
き
の
岸
谷
と
言
い
、
北
川
と
言
い
本
当
に
厄
介
な
奴
等
だ
ぜ
・
・

・
怒
。
本
当
に
景
子
ち
ゃ
ん
に
は
マ
ジ
キ
レ
た
怒
。
俺
の
好
き
な
柚
子
胡
椒
を

よ
く
も
あ
ん
な
風
に
踏
み
つ
け
や
が
っ
て
怒
。
ゴ
ミ
屑
が
！
ま
あ
、
人
間
な
ん

て
ゴ
ミ
屑
だ
け
ど
な
笑
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
。
）
向
井
は
死
ん
だ
目
を
し
な
が
ら
、
笑

っ
て
煙
草
の
マ
ル
ボ
ロ
の
メ
ン
ソ
ー
ル
を
吸
い
、
煙
を
上
げ
た
。
周
囲
に
は
あ

の
軍
勢
が
囲
ん
で
い
た
。

神
崎
昴
（
如
何
で
も
良
い
が
、
向
井
さ
ん
！
ア
ン
タ
性
格
悪
い
ぞ
怒
！
し
か
も
、

煙
草
の
煙
が
僕
に
当
た
る
だ
ろ
う
怒
！
僕
に
向
け
る
な
叫
！
良
い
加
減
に
し
や

が
れ
怒
！
）

菅
直
人
（
な
あ
～
！
早
い
こ
と
温
家
宝
様
を
中
国
に
返
し
て
～
早
く
新
し
い
新

章
に
～
突
入
し
よ
う
ぜ
～
！
マ
ジ
、
鬼
だ
り
い
し
～
。
ギ
ガ
ン
ト
献
金
も
ら
い

た
い
ん
で
す
け
ど
～
。
）
菅
は
両
腕
を
ぶ
ら
ぶ
ら
さ
せ
な
が
ら
言
っ
た
。

神
崎
昴
（
お
前
も
状
況
を
把
握
し
ろ
怒
！
１
か
月
以
上
も
長
く
な
っ
た
の
は
、

全
て
お
前
の
せ
い
だ
怒
！
）
神
崎
は
怒
り
な
が
ら
、
近
く
の
ミ
ッ
キ
ー
の
ブ
ロ

ン
ズ
像
を
持
ち
上
げ
て
、
菅
の
頭
に
叩
き
つ
け
た
。

菅
（
痛
た
か
～
ん
泣
！
神
崎
怒
！
少
し
は
手
加
減
し
ろ
怒
！
俺
様
は
６
４
歳
だ

ぞ
！
）

神
崎
昴
（
黙
れ
怒
！
大
体
、
状
況
が
や
や
こ
し
く
な
る
の
は
お
前
の
せ
い
だ
怒
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！
）
神
崎
は
そ
の
一
言
を
言
っ
た
が
、
心
の
中
で
は
ま
あ
、
こ
の
大
量
虐
殺
の

事
件
は
菅
に
濡
れ
衣
を
着
せ
る
為
に
ぼ
く
が
し
た
ん
だ
が
な
主
犯
は
僕
だ
！
と

叫
び
た
か
っ
た
が
、
そ
の
喜
び
や
思
い
を
堪
え
た
。

石
景
山
遊
園
地
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
達
（
覚
悟
し
や
が
れ
！
八
つ
裂
き
に
し
て
や

ら
あ
怒
！
）
石
景
山
の
奴
等
は
武
器
を
持
っ
て
い
た
。

枝
野
（
性
懲
り
も
な
く
き
や
が
っ
て
・
・
怒
！
私
達
は
負
け
ん
ぞ
怒
！
来
い
や

ー
叫
！
）
枝
野
は
槍
を
構
え
た
。

向
井
（
ま
あ
・
・
俺
達
は
そ
ん
な
に
絆
深
く
な
い
け
ど
笑
。
っ
て
か
、
絆
大
事

っ
て
昭
和
か
よ
笑
。
本
当
に
笑
え
る
な
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
。
向
井
は
タ
バ
コ
を
吸
っ

た
。

長
谷
川
潤
（
ち
ょ
っ
と
！
貴
方
、
汚
れ
過
ぎ
よ
怒
！
柚
子
胡
椒
の
件
で
そ
ん
な

に
ひ
ね
く
れ
な
い
で
怒
！
）

温
家
宝
（
キ
シ
シ
。
仲
間
割
れ
の
様
だ
な
。
）
何
処
か
ら
か
、
温
家
宝
の
声
が

し
た
。

Ａ
Ｋ
Ｉ
Ｒ
Ａ
（
そ
の
声
は
・
・
温
家
宝
か
怒
！
何
処
に
い
や
が
る
！
）

菅
直
人
（
こ
ら
ー
怒
！
Ａ
Ｋ
Ｉ
Ｒ
Ａ
。
温
家
宝
様
だ
怒
！
訂
正
を
し
ろ
叫
！
）

神
崎
昴
（
お
前
に
は
何
も
突
っ
込
ま
ん
・
・
。
）
神
崎
は
無
視
し
た
。

温
家
宝
（
キ
シ
シ
。
俺
は
此
処
だ
。
）
長
谷
川
潤
の
影
が
大
き
く
な
り
、
動
き

出
し
た

長
谷
川
潤
（
は
！
ま
さ
か
・
・
）
潤
は
後
ろ
を
振
り
向
い
た
。

温
家
宝
（
キ
シ
シ
。
俺
の
こ
の
影
の
実
の
能
力
は
、
他
人
の
影
を
移
動
す
る
こ

と
が
出
来
る
ん
だ
笑
。
長
谷
川
潤
の
影
を
切
取
っ
た
ぜ
キ
シ
シ
シ
シ
シ
。
）
温

家
宝
は
ハ
サ
ミ
を
出
し
た
。

長
谷
川
潤
（
し
ま
っ
た
！
あ
・
・
）
潤
は
意
識
を
失
い
倒
れ
た
。

向
井
理
（
影
を
切
取
り
や
が
っ
た
！
）

温
家
宝
（
キ
シ
シ
。
こ
の
影
も
食
っ
て
お
く
菅
♪
よ
し
戦
力
ア
ッ
プ
だ
ぜ
。
俺

は
誰
に
も
頼
ら
ね
え
。
頼
る
の
は
こ
の
影
の
能
力
だ
け
だ
キ
シ
シ
シ
シ
シ
。
）

菅
直
人
（
う
わ
あ
！
潤
ち
ゃ
ん
が
倒
れ
た
！
う
お
ー
怒
！
貴
様
！
潤
ち
ゃ
ん
を

よ
く
も
怒
！
俺
様
の
足
技
を
喰
ら
え
！
）
菅
は
足
を
回
し
始
め
て
、
温
家
宝
に

向
か
っ
て
行
っ
た
。
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神
崎
昴
（
ア
イ
ツ
・
・
こ
ん
な
時
に
や
る
気
出
し
や
が
っ
た
・
・
呆
。
）

菅
直
人
（
喰
ら
え
！
熱
の
籠
っ
た
熱
い
蹴
り
を
怒
！
増
税
ジ
ャ
ン
プ
！
）
菅
の

蹴
り
は
温
家
宝
を
蹴
っ
た
が
、
透
き
通
っ
て
攻
撃
を
与
え
る
こ
と
が
出
来
な
か

っ
た
。

温
家
宝
（
キ
シ
シ
！
残
念
だ
っ
た
な
笑
。
覇
気
が
な
い
お
前
に
は
俺
様
は
蹴
れ

ん
ぞ
笑
。
）

向
井
（
ク
ソ
・
・
こ
ん
な
時
に
、
Ｙ
Ｕ
Ｉ
は
何
処
に
言
っ
た
ん
だ
叫
！
）

温
家
宝
（
ん
？
Ｙ
Ｕ
Ｉ
な
ら
さ
っ
き
、
倒
し
た
・
・
・
）
温
家
宝
が
話
し
て
い

る
最
中
に
石
景
山
遊
園
地
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
達
が
次
か
ら
次
に
斬
ら
れ
て
い
っ

た
。

Ａ
Ｋ
Ｉ
Ｒ
Ａ
（
凄
い
・
・
俺
の
剣
技
よ
り
も
半
端
無
い
。
）

Ｙ
Ｕ
Ｉ
（
温
家
宝
怒
・
・
お
前
は
な
め
た
真
似
を
し
て
く
れ
た
な
叫
！
）

一
同
（
Ｙ
Ｕ
Ｉ
さ
ん
！
無
事
だ
っ
た
ん
だ
！
）

温
家
宝
（
キ
シ
シ
。
ま
あ
、
あ
の
位
で
は
死
な
ん
わ
な
笑
。
喰
ら
え
！
尖
閣
諸

島
は
俺
様
の
国
の
物
ブ
リ
ッ
ク
バ
ッ
ド
！
）

温
家
宝
は
マ
ン
ト
か
ら
、
コ
ウ
モ
リ
を
Ｙ
Ｕ
Ｉ
に
向
け
て
攻
撃
さ
せ
た
。

Ｙ
Ｕ
Ｉ
（
く
そ
！
コ
ウ
モ
リ
が
次
か
ら
次
に
、
噛
み
つ
い
て
く
る
叫
！
）
Ｙ
Ｕ

Ｉ
は
剣
を
振
る
い
切
り
落
と
し
た
が
、
足
や
手
に
噛
み
つ
い
て
き
た
。

温
家
宝
（
油
断
し
た
な
笑
。
喰
ら
え
！
経
済
特
区
斬
り
！
）
温
家
宝
は
ハ
サ
ミ

で
Ｙ
Ｕ
Ｉ
を
斬
ろ
う
と
し
た
。

枝
野
（
Ｙ
Ｕ
Ｉ
さ
ん
！
危
な
い
ぞ
！
）

Ｙ
Ｕ
Ｉ
（
喰
ら
う
か
叫
！
見
聞
色
の
覇
気
が
あ
る
わ
怒
！
喰
ら
え
！
Ｉ
Ｔ
ｓ
Ｍ

ｙ
Ｌ
Ｉ
Ｆ
Ｅ
覇
気
砲
！
）
Ｙ
Ｕ
Ｉ
は
刀
を
回
転
さ
せ
て
風
力
を
溜
め
て
、
頭
上

の
温
家
宝
に
向
け
て
覇
気
砲
を
放
ち
、
コ
ウ
モ
リ
ご
と
温
家
宝
は
飛
ば
さ
れ
た
。

偽
ミ
ッ
キ
ー
（
温
家
宝
様
が
叫
！
）

温
家
宝
（
痛
え
・
・
く
そ
怒
！
ナ
メ
腐
り
や
が
っ
て
怒
。
俺
様
は
中
国
の
代
表

だ
ぞ
怒
！
俺
様
は
神
だ
！
）

Ｙ
Ｕ
Ｉ
（
お
前
を
斬
る
覚
悟
し
ろ
叫
！
）

菅
（
Ｙ
Ｕ
Ｉ
～
。
温
家
宝
様
は
斬
っ
た
り
し
な
い
で
～
泣
。
）

温
家
宝
（
必
殺
！
中
国
大
気
汚
染
・
・
・
ブ
リ
ッ
ク
ボ
ー
ル
！
）
温
家
宝
は
影
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を
千
切
っ
て
丸
め
て
、
Ｙ
Ｕ
Ｉ
に
向
け
て
投
げ
た
が
、
Ｙ
Ｕ
Ｉ
は
避
け
た
。

Ｙ
Ｕ
Ｉ
（
馬
鹿
か
！
避
け
ら
れ
る
わ
怒
！
）

温
家
宝
（
キ
シ
シ
・
・
馬
鹿
め
笑
。
此
れ
だ
け
で
は
無
い
ワ
イ
。
）
ボ
ー
ル
が

破
裂
し
て
、
黒
い
影
が
広
が
り
影
の
中
か
ら
手
が
伸
び
出
し
伸
び
て
、
Ｙ
Ｕ
Ｉ

の
足
を
掴
ん
だ
。

Ｙ
Ｕ
Ｉ
（
何
な
ん
だ
此
れ
は
！
）

温
家
宝
（
キ
シ
シ
。
此
れ
は
俺
様
の
手
だ
笑
。
お
前
に
は
く
た
ば
っ
て
も
ら
う

ぞ
怒
！
喰
ら
え
！
一
人
っ
子
政
策
斬
り
！
）

温
家
宝
は
ハ
サ
ミ
で
Ｙ
Ｕ
Ｉ
を
斬
ろ
う
と
し
た
が
、
Ｙ
Ｕ
Ｉ
は
刀
で
ガ
ー
ド
し

両
者
は
睨
み
合
っ
た
。

Ｙ
Ｕ
Ｉ
（
ハ
ア
ハ
ア
。
強
い
・
・
。
）

温
家
宝
（
キ
シ
シ
。
甘
く
見
る
な
よ
。
お
前
の
足
元
を
良
く
見
て
見
ろ
。
）
Ｙ

Ｕ
Ｉ
は
足
元
を
見
た
。

Ｙ
Ｕ
Ｉ
（
何
だ
此
れ
は
叫
！
私
の
足
が
、
影
の
中
に
吸
い
込
ま
れ
て
い
く
叫
！
）

温
家
宝
（
キ
シ
シ
。
覇
気
を
出
せ
れ
ば
、
影
の
実
の
能
力
は
此
れ
ぐ
ら
い
強
く

な
る
の
だ
叫
！
吸
い
込
ま
れ
ろ
！
）

Ｙ
Ｕ
Ｉ
（
喰
ら
う
か
怒
！
）
Ｙ
Ｕ
Ｉ
は
す
か
さ
ず
、
ポ
ケ
ッ
ト
に
入
っ
て
い
た

護
身
用
ナ
イ
フ
を
取
り
出
し
た
。

Ｙ
Ｕ
Ｉ
（
喰
ら
え
！
チ
ェ
リ
ー
突
き
叫
！
）
Ｙ
Ｕ
Ｉ
は
ナ
イ
フ
で
温
家
宝
の
右

足
の
太
も
も
を
刺
し
た
。

温
家
宝
（
ぎ
ゃ
～
痛
え
～
！
）
温
家
宝
は
黒
い
悪
魔
の
翼
を
広
げ
て
、
空
中
を

飛
ん
で
後
ろ
に
着
地
し
た
。

Ｙ
Ｕ
Ｉ
（
こ
の
影
も
覇
気
の
力
で
も
が
け
ば
・
・
よ
し
逃
げ
れ
た
！
）

温
家
宝
（
な
め
や
が
っ
て
怒
！
喰
ら
え
！
反
米
斬
り
！
）
温
家
宝
は
ハ
サ
ミ
を

上
に
あ
げ
て
、
Ｙ
Ｕ
Ｉ
を
斬
ろ
う
と
し
た
。

Ｙ
Ｕ
Ｉ
（
Ｌ
Ｉ
Ｆ
Ｅ
斬
り
！
）
両
者
は
刃
を
混
じ
り
合
わ
せ
た
が
、
バ
ラ
ン
ス

を
崩
し
て
転
げ
て
再
び
立
ち
上
が
り
刃
を
向
け
て
睨
み
合
っ
た
。

温
家
宝
（
キ
シ
シ
。
小
細
工
は
必
要
ね
え
か
笑
。
）

Ｙ
Ｕ
Ｉ
（
ハ
ア
ハ
ア
。
だ
が
、
次
に
小
細
工
を
使
う
ん
だ
ろ
怒
・
・
）
Ｙ
Ｕ
Ｉ

の
目
に
は
怒
り
で
血
柱
が
立
っ
て
い
た
。
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温
家
宝
（
キ
シ
シ
。
俺
様
が
倒
さ
れ
る
か
。
俺
様
は
神
だ
！
究
極
の
ド
ー
ピ
ン

グ
を
見
せ
て
や
る
！
影
の
実
の
能
力
奥
義
中
華
、
シ
ャ
ド
ー
ア
ス
ガ
ル
ド
叫
！

う
お
ー
叫
！
）
温
家
宝
は
目
を
光
ら
せ
た
。
す
る
と
驚
く
事
に
な
っ
た
。

Ｙ
Ｕ
Ｉ
（
な
？
影
の
あ
る
人
達
の
体
か
ら
、
黒
い
物
が
抜
け
て
い
く
！
）

向
井
理
（
し
ま
っ
た
！
俺
の
体
か
ら
も
叫
！
）

枝
野
（
何
な
ん
だ
此
れ
は
！
）
神
崎
昴
は
冷
や
汗
を
垂
ら
し
な
が
ら
言
っ
た
。

神
崎
昴
（
影
だ
・
・
ア
イ
ツ
・
皆
の
影
を
集
め
て
い
る
。
）

偽
ミ
ッ
キ
ー
（
う
わ
！
意
識
が
！
）
倒
れ
た
。

温
家
宝
（
う
お
ー
叫
！
此
れ
が
俺
様
の
・
・
・
力
だ
ー
叫
！
）
温
家
宝
の
体
に

皆
の
影
が
吸
い
込
ま
れ
た
。

Ｙ
Ｕ
Ｉ
（
何
て
事
に
・
・
。
）

温
家
宝
（
キ
シ
シ
。
俺
様
は
巨
大
化
し
た
ぜ
。
こ
の
影
の
パ
ワ
ー
・
・
集
め
て

５
０
０
０
の
数
の
影
の
パ
ワ
ー
だ
！
）

菅
直
人
（
あ
わ
わ
・
・
倒
せ
な
い
ぞ
。
）
菅
は
腰
を
抜
い
た
。

Ｙ
Ｕ
Ｉ
（
体
が
大
き
く
な
ろ
う
が
貴
様
を
倒
す
叫
！
悪
夢
が
見
た
き
ゃ
勝
手
に

見
て
い
ろ
温
家
宝
怒
！
）

温
家
宝
（
俺
様
は
無
敵
だ
！
中
国
を
ア
メ
リ
カ
に
変
わ
り
世
界
の
国
家
に
し
、

日
本
や
周
辺
の
ア
ジ
ア
諸
国
を
植
民
地
と
し
て
俺
様
は
覇
を
取
る
！
喰
ら
え
Ｙ

Ｕ
Ｉ
！
中
国
の
気
候
は
地
域
に
よ
っ
て
様
々
な
変
化
が
あ
る
ぞ
蹴
り
！
）

Ｙ
Ｕ
Ｉ
（
避
け
れ
る
わ
叫
！
喰
ら
え
！
Ｈ
Ｅ
Ｌ
Ｌ
Ｏ
斬
り
！
）
Ｙ
Ｕ
Ｉ
は
温
家

宝
の
頭
上
ま
で
飛
び
、
頭
を
斬
っ
た
。

温
家
宝
（
血
が
・
・
い
っ
て
え
～
叫
！
）

Ｙ
Ｕ
Ｉ
（
更
に
喰
ら
え
怒
！
Ｒ
Ｕ
Ｉ
Ｄ
Ｏ
斬
り
叫
！
）
Ｙ
Ｕ
Ｉ
は
温
家
宝
の
腸

を
斬
っ
た
。
腹
か
ら
影
が
出
て
き
た
。

温
家
宝
（
お
え
！
く
っ
そ
ー
・
・
年
は
取
り
た
く
な
い
ぜ
。
喰
ら
え
！
中
華
ブ

リ
ッ
ク
バ
ッ
ド
叫
！
）
コ
ウ
モ
リ
で
目
く
ら
ま
し
を
し
た
。

Ｙ
Ｕ
Ｉ
（
く
そ
！
ま
た
、
無
数
の
コ
ウ
モ
リ
が
・
・
。
）

温
家
宝
（
隙
を
見
せ
た
な
笑
。
喰
ら
え
！
中
国
は
日
本
の
偽
携
帯
電
話
の
販
売

が
盛
ん
だ
パ
ン
チ
！
）
Ｙ
Ｕ
Ｉ
は
頬
を
殴
ら
れ
て
、
弾
き
飛
ば
さ
れ
た
。

Ｙ
Ｕ
Ｉ
（
が
は
あ
。
血
が
。
頭
も
打
っ
た
痛
い
。
）



8

温
家
宝
（
俺
様
も
血
が
出
て
き
た
ぜ
。
痛
い
え
。
だ
が
、
此
れ
で
終
わ
り
だ
。
）

温
家
宝
は
Ｙ
Ｕ
Ｉ
を
囲
む
よ
う
に
円
形
の
影
を
広
が
ら
せ
た
。

枝
野
（
し
ま
っ
た
！
Ｙ
Ｕ
Ｉ
さ
ん
を
囲
む
気
だ
叫
！
）

温
家
宝
（
喰
ら
え
！
中
華
ド
ッ
ペ
ル
ゲ
ン
ガ
ー
叫
！
）
Ｙ
Ｕ
Ｉ
の
周
り
に
、
無

数
の
温
家
宝
の
影
が
広
が
っ
た
。

Ｙ
Ｕ
Ｉ
（
何
と
か
立
て
た
が
・
・
う
わ
！
）
影
の
１
体
が
Ｙ
Ｕ
Ｉ
を
殴
り
つ
け

た
。

温
家
宝
（
キ
シ
シ
。
本
物
は
何
処
か
な
？
因
み
に
、
影
に
当
て
て
も
斬
れ
ん
し

ど
こ
っ
で
っ
し
ょ
う
ね
～
♪
）

Ｙ
Ｕ
Ｉ
（
く
そ
・
・
見
え
ん
。
攻
撃
も
喰
ら
う
・
・
も
う
駄
目
か
。
）
す
る
と

Ｙ
Ｕ
Ｉ
の
脳
裏
に
幼
き
頃
母
に
言
わ
れ
た
言
葉
を
思
い
出
し
た
。

母
（
人
は
目
を
見
れ
ば
、
真
の
姿
を
見
れ
る
よ
。
）

Ｙ
Ｕ
Ｉ
（
諦
め
る
な
・
・
目
を
見
れ
ば
考
え
て
い
る
事
が
分
か
る
し
正
体
を
掴

め
る
。
）
Ｙ
Ｕ
Ｉ
は
血
だ
ら
け
に
な
り
な
が
ら
立
ち
上
が
っ
た
。

Ｙ
Ｕ
Ｉ
（
居
た
叫
！
目
が
笑
い
過
ぎ
て
泳
い
で
い
る
の
が
本
物
だ
叫
！
）

温
家
宝
（
し
ま
っ
た
叫
！
バ
レ
タ
か
？
）

Ｙ
Ｕ
Ｉ
（
新
曲
奥
義
・
・
）
Ｙ
Ｕ
Ｉ
は
覇
気
を
溜
め
た
。

温
家
宝
（
影
よ
！
攻
撃
を
早
く
し
ろ
叫
！
た
・
倒
せ
ー
！
）

Ｙ
Ｕ
Ｉ
（
喰
ら
え
！
必
殺
・
・
！
）

温
家
宝
（
斬
る
な
ー
叫
！
）

Ｙ
Ｕ
Ｉ
（
Ｙ
Ｏ
Ｕ
斬
り
！
）
Ｙ
Ｕ
Ｉ
は
刀
を
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
状
に
振
り
回
し

て
最
後
は
下
か
ら
温
家
宝
を
斬
っ
た
。

温
家
宝
（
ぎ
ゃ
～
覚
え
て
や
が
れ
～
叫
！
）
温
家
宝
は
斬
り
飛
ば
さ
れ
て
い
っ

た
。

向
井
理
＆
長
谷
川
潤
（
Ｙ
Ｕ
Ｉ
さ
ん
あ
り
が
と
う
。
影
が
戻
っ
て
い
る
！
）

Ｙ
Ｕ
Ｉ
（
う
わ
あ
・
・
長
か
っ
た
け
ど
、
終
わ
っ
た
。
）

完
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怪
し
い
影
（
後
書
き
）

感
想
を
書
い
て
ね
。
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う

YUIが悪と闘ったら　怪しい集団編２７
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